









































人書記官 Ernst vom Rath を銃撃した。Grünspan の家族がユダヤ人であるという理由で国外追
放になったことへの抗議として─というのが襲撃の動機であったと言われている（デッシャー 





所に見出される（Goebbels 1992: Bd.3. 1281f.）：
1938年11月10日（木）：
〔…〕カッセルとデッサウで、ユダヤ人に対する大がかりなデモンストレーションが行なわれ、


















































































































































リア地域で発行されていた新聞の中から、主要紙Neue Freie Presse 紙（13）（以下NFPと略記）、


























































Recht für alle.（全員に同じ権利を）』に従うことができよう」と書いた。あるいはまた、格言「Wer 


























































































DKVは、VBでは中盤部分にあたる第 5, 6, 7 段落の大部分、すなわち Gustloff 事件を引き合い













































































































（３）　Adolf Wagner、ミュンヘン・オーバーバイエルン大管区長（Benz/Graml/Weiß 1997: 891）

















（８）　報道指令の前にある数字は、『戦前期の報道指令記録集（NS-Presseanweisungen der Vorkriegszeit: Edition 









とする。（Bohrmann/Toepser-Ziegert 1999: 1089, 括弧内筆者）








いても速やかに編集人法が適用されねばならない」と発言している。（Hausjell 1988: 183f., 括弧内筆者）
（13）　1864年９月１日にウィーンで創刊。1939年１月31日をもってこの名称での発行が停止され、Neues Wiener 
Journal とともにNeues Wiener Tagblatt に統合され、1945年４月７日まで発行された。第二次世界大戦終結
























なぜ彼がGustloff を犠牲者に選んだのかは何も語られていない。（Zentner /Friedemann 1985: 184）
（18）　併合以前NFPの論調は、明確にオーストリア政府を支持する傾向を示していた。しかし、併合を機に帝国
報道指令を直接受けるようになり、少なくとも表面上はナチス支持的な書き方へと変わっていき、論調もトー









（21）　「ユダヤ人 Grünspan はユダヤ人の代表であった。ドイツ人 vom Rath はドイツ人の代表であった。このユ
ダヤ人がすなわちパリでドイツ民族を撃ったのである。ド イ ツ 政 府 は 、 そ の こ と に 対 し て 合 法 的
に 、 し か し 手 厳 し く 答 え る だ ろ う 。」（隔字体は原文のまま）
（22）　「国務大臣 G o e b e l s 博士は、金曜午後に、たくさんの国々の新聞社のおよそ150人の代表と会見した。
博士は、最近の事件に対する態度を詳細に表明し、悪意を抱いている外国のある新聞社のある部分における
過度な歪曲と誇張とに対して精力的に抗議した。博士は出席者たちに、最近の出来事について 公 正 な や り
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